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公益財団法人イオンワンパーセントクラブは、１月１８日（木）、アジア各国の障がい者の

方々に対する教育・就労支援などを目的とした「アジア障がい者支援募金」を贈呈しました。 
  

２回目の取り組みとなる今回は、２０１７年１１月４日（土）～１２月３日（日）の期間、

全国のイオングループの店舗・事業所約８,２００カ所で募金受付を実施し、お客さまから  

お寄せいただいた募金は１,５１１万８,９９６円にのぼりました。当財団は、この募金と同額

のマッチング拠出、および環境にやさしいビニール傘「トップバリュｆｕｒｕｒｉ（ふるり）」

の売上金の一部をあわせた総額３,０４４万１,３１７円を、認定ＮＰＯ法人 難民を助ける会

（ＡＡＲ Ｊａｐａｎ）に贈呈しました。贈呈式では、カンボジア、ミャンマー、ラオスの   

駐日大使館の方々より感謝のお言葉をいただきました。 
 

この度の寄付金は、ＡＡＲ Ｊａｐａｎを通じ、カンボジアでの「インクルーシブ教育」※

の推進や学校のバリアフリー化、また、ミャンマーでの、働くための技能や社会生活に必要な

スキルの習得をサポートする職業訓練の実施、ラオスでの学校給食支援など、障がい者の方々

の経済的、精神的な自立と、より積極的な社会参画につながる取り組みに役立てられます。 
  
 

当財団はこれからも、アジア各国の子どもたちの健全な育成と、地域社会の持続的な発展に

寄与できるよう、さまざまな支援活動を行ってまいります。 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カンボジアの学校での様子 アジア障がい者支援募金贈呈の様子 

※子どもたち一人ひとりの多様性を尊重し、障がいの有無に関わらずともに学べることを 

目指す教育 

©AAR Japan［難民を助ける会］ 



【ご参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公益財団法人イオンワンパーセントクラブについて】 

  当財団は１９８９年、イオンの前身であるジャスコの誕生２０周年を機に、「絶えず革新 

し続ける企業集団として、「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に  

貢献する」というイオンの基本理念のもと設立されました。企業の業績にかかわらず継続

的に活動するため、グループの主要企業が税引前利益の１％を拠出し、「次代を担う青少

年の健全な育成」「諸外国との友好親善の促進」「地域社会の持続的発展」の３つを柱とな

る事業として、社会貢献活動を行っています。 

 

※活動の詳しい内容はこちら（https://www.aeon.info/1p/）をご覧ください。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【贈呈式の概要】 
 

１. 日  時：１月１８日（木） １１時００分～１２時００分 

            

２.場  所：認定ＮＰＯ法人 難民を助ける会（ＡＡＲ ＪＡＰＡＮ） 事務所 

       （東京都品川区上大崎２-１２-２ ミズホビル７階) 

 

３.贈 呈 先：認定ＮＰＯ法人 難民を助ける会（ＡＡＲ Ｊａｐａｎ） 

  

４.贈 呈 額：３,０４４万１,３１７円 

     内訳  ①全国からお寄せいただいた募金   １,５１１万８,９９６円 

②イオンワンパーセントクラブ拠出金   １,５１１万８,９９６円 

③「トップバリュ ｆｕｒｕｒｉ」の売上金の一部 ２０万３,３２５円 

 

５.出 席 者： 駐日カンボジア王国大使館 一等書記官 ワナリス ドゥ-様 

駐日ミャンマー連邦共和国 一等書記官 カイマール ウィン ジン タント様 

    駐日ラオス大使館        二等書記官 スッソムチャイ ヴィライホン様 

認定ＮＰＯ法人 難民を助ける会      理事長 長 有紀枝 様 

      公益財団法人イオンワンパーセントクラブ 理事長 横尾 博  
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